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介
護
保
険
は
、
国
が
基
準
・

内
容
を
設
定
す
る
の
で
、
保
険
者

で
は
対
応
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
市
民
皆
様
の
意
見
・
要
望
等

は
、
財
政
措
置
を
含
め
制
度
の
見

直
し
を
国
に
要
望
す
る
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き

な
い
箇
所
の
解
消
対
策
は
、
住
民

や
自
治
体
に
負
担
が
な
い
よ
う
に

国
へ
要
望
す
べ
き
で
あ
る
。　
　

　
　

デ
ジ
タ
ル
難
視
聴
地
区
は
、

地
域
住
民
が
補
助
制
度
を
利
用
し

共
同
受
信
施
設
や
高
性
能
ア
ン
テ

ナ
の
設
置
な
ど
で
解
消
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

白
河
厚
生
総
合
病
院
跡
地
へ

の
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
出
店
計
画
が

３
度
も
変
更
さ
れ
、
地
域
住
民
は

心
配
し
て
い
る
。
出
店
の
時
期
は

い
つ
こ
ろ
に
な
る
か
。

　
　

来
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
処
理
会
社
の
市

内
大
久
保
へ
の
進
出
に
対
す
る
地

域
住
民
の
反
対
運
動
を
、
ど
の
よ

う
に
支
援
す
る
の
か
。

　
　

地
域
住
民
の
意
思
表
示
を
尊

重
し
、
会
社
の
反
社
会
性
や
風
評

被
害
の
懸
念
等
を
考
慮
し
、
環
境

省
へ
意
見
書
を
提
出
し
た
い
。

　
　

選
挙
の
あ
る
市
長
と
比
べ
、

副
市
長
の
給
与
は
高
い
の
で
は
。

ま
た
、
副
市
長
・
教
育
長
の
公
務

員
と
し
て
の
２
度
に
わ
た
る
退
職

手
当
は
、
今
の
社
会
風
潮
か
ら
好

ま
し
く
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

市
民
の
代
表
で
あ
る
審
議
会

委
員
の
皆
様
方
の
意
見
を
聞
き
た

い
。

　
　

商
店
街
で
は
店
舗
の
閉
鎖
が

相
次
ぎ
、
財
政
が
厳
し
く
な
り
街

路
灯
の
維
持
管
理
や
電
気
料
金
の

捻
出
に
苦
慮
し
て
い
る
。
状
況
把

握
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。　

　
　

直
接
、
商
店
連
合
会
か
ら
聞

き
取
り
す
る
。

食
育
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

「
食
」
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

『
①
社
会
経
済
情
勢
が
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
、
日
々
忙
し
い
生
活

を
送
る
中
で
、
人
々
は
、
毎
日
の

「
食
」
の
大
切
さ
を
忘
れ
が
ち
で

あ
る
。
②
食
生
活
に
お
い
て
は
、

栄
養
の
偏
り
、
不
規
則
な
食
事
に

よ
る
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

「
食
」の
安
全
上
の
問
題
や
、「
食
」

の
海
外
へ
の
依
存
の
問
題
が
生
じ

て
い
る
。
③
豊
か
な
水
と
緑
に
恵

ま
れ
た
自
然
の
も
と
で
先
人
か
ら

は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
、
豊
か
な
食

文
化
が
失
わ
れ
る
危
機
に
あ
る
。』

な
ど
の
事
が
、
大
変
心
配
さ
れ
る
。

市
と
し
て
も
、
全
庁
で
総
合
的
な

取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
対
応
を
求
め
次
の
質

問
を
行
う
。　

　
　

食
育
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
の
指
針
と
し

て
、「
白
河
市
食
育
推
進
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

食
育
に
つ
い
て
は
、
広
い
視

点
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
ま

た
、
国
も
食
育
推
進
計
画
を
重
視

し
て
い
る
事
か
ら
、
市
と
し
て
も

家
庭
、
学
校
、
農
業
団
体
と
連
携

し
て
、
市
と
し
て
統
一
的
な
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

主
要
地
方
道
矢
吹
天
栄
線

（
大
信
日
和
田
地
区
）
の
改
良
に

関
し
、
県
へ
の
要
望
情
況
に
つ
い

て
。
ま
た
、
日
和
田
地
区
に
お
い

て
積
雪
時
な
ど
に
通
行
ど
め
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
と
し
て
、
市

道
大
信
189
号
線
（
日
和
田
南
側
農

道
）
の
整
備
を
伺
う
。

　

な
お
、
日
和
田
地
区
は
、
子
ど

も
た
ち
の
通
学
路
、
地
区
の
生
活

路
と
し
て
安
全
を
確
保
す
べ
き
と

訴
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

本
区
間
は
、
幅
員
が
狭
く
対

面
通
行
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
た

め
、
県
と
の
事
業
調
整
会
議
に
お

い
て
、
改
良
の
要
望
を
し
て
い
る
。

県
も
整
備
の
必
要
性
を
認
識
し
て

お
り
、
現
在
進
め
て
い
る
国
道
294

号
と
の
交
差
点
改
良
事
業
の
整
備

後
、
交
通
状
況
を
確
認
し
対
応
す

る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
日
和

田
地
区
に
お
い
て
は
、
事
故
等
に

よ
る
通
行
ど
め
が
発
生
し
た
場
合

を
想
定
し
、
そ
の
対
応
と
し
て
、

市
道
大
信
189
号
線
（
南
側
農
道
）

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
道
矢
吹

天
栄
線
の
代
替
の
利
用
状
況
や
交

通
量
調
査
な
ど
を
行
い
、
整
備
の

必
要
性
を
検
討
し
た
い
。

　
　

市
内
に
は
、
昭
和
40
年
代
に

建
設
さ
れ
老
朽
化
が
進
む
校
舎
が

中
央
中
を
初
め
数
校
あ
る
が
、
今

後
の
改
築
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な

る
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

白
河
中
央
中
学
校
改
築
事
業

基
本
構
想
策
定
委
員
会
、
釜
子
小

学
校
整
備
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、整
備
計
画
を
検
討
す
る
。今
後
、

老
朽
度
・
緊
急
性
を
考
慮
し
、
財

政
面
も
含
め
、
多
方
面
か
ら
判
断

す
る
。

　
　

白
二
中
校
舎
に
つ
い
て

　
　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

学
校
施
設
全
般
の
改
築
計
画
ま
た

敷
地
等
に
検
討
を
加
え
整
備
計
画

に
反
映
し
た
い
。

　
　

来
年
度
校
舎
が
完
成
す
る
白

二
小
に
電
子
黒
板
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　
　

モ
デ
ル
的
に
導
入
す
る
方
向

で
検
討
す
る
。

　
　

サ
ッ
カ
ー
人
口
が
増
加
し
て

い
る
中
、
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
助
成
金
や
安

価
な
鳥
取
方
式
の
活
用
な
ど
で
、

白
坂
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的

広
場
を
芝
生
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

の
芝
生
改
良
を
含
め
、
今
後
調
査

研
究
を
進
め
る
。
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